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概要 

2025年 11月、近畿大学病院が大阪狭山市から堺市の泉ヶ丘駅前に移転しました。新病院の計画は

遡ること 10年ほど前に始動し、様々な企画検討の末に完成しました。 

全体計画とメインになる診療棟は大林組による設計施工ですが、その６階にある小児思春期科は、

デザイン・クリエイティブ研究所のデザイン監修によります。「小児病棟プロジェクト」は当研究所

のシードプロジェクトとして、2023年より３年間にわたり、数多くの教員、学生、企業、地域の協力

を得ながら環境デザインを行ってきました。 

発端は医学部小児科学教室からの依頼でした。我々に期待されたのは「できる限り小児患者目線に

立って、様々な苦痛や困難に向き合う彼らを環境面から支援する」ことでした。 

医療とは、疾病の診断・治療という身体への直接的介入だけではなく、患者を取り巻く行為（看護

やリハビリ）、管理、環境などを含めた概念です。医療施設とはそのような総合的ケア―言い換えれ

ば“サービス”を提供する場であるはずです。しかし日本の医療環境には、Hospitalの語源になっ

ている hospitalityという視点が少し足りないように感じます。デザイン・クリエイティブ研究所を

ハブに、医学部、文芸学部、経営学部、情報学部という多様な専門分野が協業して医療環境＝ホスピ

タリティを考えることは、まさに総合知を生かした大学病院ならではの試みです。

我々は、新病院における小児病棟プロジェクトの位置付けを以下のように設定しました 

１ 他の診療科や病院全体にも水平展開可能な、新しい医療環境のプロトタイプとして捉える。 

２ 医師・看護師のみならず、CLS※をはじめ、小児患者、学生、地域住民等の参画を促し、インクル

ーシブ・デザインの視点で設計する。 

３ 新病院のアピールポイントとして重点設計し、情報発信コンテンツにする。 

※ チャイルドライフスペシャリスト（Child Life Specialist）

CLSは，小児医療チームの一員として、子どもや家族と遊びを通した関わりにより、発達の支援とストレ

スの軽減を図ることを主な目的にしています。対象患者は入院中の新生児から思春期まで、また、兄弟姉妹

を含む家族や、学校など地域社会への支援活動も行ないます。近大病院では早くからCLSを導入しています。 

また医学部からの問題定義や要望を元に、デザインの重点課題として、以下の４点を掲げました。 

１ 恐怖・緊張緩和―治療や検査時の小児患者の心理面でのサポート。 

２ QOL向上―こどもの成長を促す。生活の退屈さを紛らわす。 

３ 患者の総合的な管理―居場所、様子、医療データ等をデバイスで一元管理する。 

以上の方針に沿って、空間、プロダクト、グラフィック、コミュニケーション、サービス等、様々なデ

ザイン領域を横断しながら小児冒頭の環境でアインを行いました。 



近大病院小児病棟プロジェクト

―小さなこどもの大きな未来を守るために学生と考えた1000日―
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Mission

「できる限り小児患者目線に立って、
様々な苦痛や困難に向き合う彼らを環境面から支援する」

医学部小児科学教室

デザイン・クリエイティブ研究所



先行研究

2010年～2012年 学内共同研究助成金

医学部―文芸学部連携プロジェクト

新しい医療環境―Hospital amenityの研究開発



院内アート展



院内WEB講座



before after

小児処置室のリニューアル

2011.9月



１他の診療科や病院全体にも水平展開可能な、新しい医療環境のプロトタイプとして捉える。

２医師・看護師のみならず、CLS※をはじめ、小児患者、学生、地域住民等の参画を促し、
インクルーシブ・デザインの視点で設計する。

３新病院のアピールポイントとして重点設計し、情報発信コンテンツにする。

※ Child Life Specialist (チャイルドライフスペシャリスト）

小児病棟プロジェクトの位置付け



デザインの重点課題

１ 恐怖・緊張緩和―治療や検査時の小児患者の心理面でのサポート。

２ QOL向上 ― こどもの成長を促す。生活の退屈さを紛らわす。

３ 患者の総合的な管理 ― 居場所、様子、医療データ等をデバイスで一元管理する。

４ 外部との接点―家族、友人との面会を促進する。





プレイルーム



プレイコーナー



ティーンズルーム



メディテーションルーム



面会室



処置室



アトリエオモヤのアート作品「光で遊ぶ」を照明にアレンジ
ビー玉の動きと光と音



テラス

テラス 原設計



フェンスの森



フェンスの森ワークショップ



光庭

before after 



フリーズ（Frieze）







生命の帯



デザイン・クリエイティブ研究所
経営学部×文芸学部×情報学部

医学部×
検査入院アプリ開発





病室の空間デザイン 漢方薬つくりのワークショップ

大学生による
zoom講演や演奏会

追随型点滴ロボット

MYナースコール

植物育成による自主活動

学生のアイデア

戦隊ヒーローX線防護エプロン

かわいい点滴スタンド


